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捕 食 性 カ ブ リ ダ ニ に よ る 生 物 学 的 害 虫 防

除 は 、 1960 年 代 欧 米 で 開 始 さ れ 現 在 で は

日 本 を 含 め 世 界 規 模 で Ｉ Ｐ Ｍ （ 総 合 的 害 虫

管 理 ） の 基 幹 防 除 手 段 と し て 実 践 さ れ て い

る 。わ が 国 で は 1995 年 に チ リ カ ブ リ ダ ニ

剤 が ハ ダ ニ 類 を 対 象 に 農 薬 登 録 が 取 得 さ れ

て 以 来 、 ク ク メ リ ス カ ブ リ ダ ニ 剤 、 デ ジ ェ

ネ ラ ン ス カ ブ リ ダ ニ 剤 、 ミ ヤ コ カ ブ リ ダ ニ

剤 が ア ザ ミ ウ マ 類 あ る い は ハ ダ ニ 類 、 コ ナ

ダ ニ に 対 し て 農 薬 登 録 さ れ て い る 。 ハ ダ ニ

類 、 ア ザ ミ ウ マ 類 は 、 世 代 期 間 が 短 く 、 年

間 発 生 回 数 が 多 い た め 、 速 や か に 薬 剤 抵 抗

性 が 発 達 し や す い 難 防 除 害 虫 で あ る た め 抵

抗 性 を 発 達 さ せ な い 天 敵 に よ る 防 除 は 減 農

薬 、 Ｉ Ｐ Ｍ 等 の 目 的 の た め だ け で は な く 広

く 受 け 入 れ ら れ る 技 術 と し て 利 用 さ れ て  

い る 。  

一 方 、 コ ナ ジ ラ ミ 類 に お い て も オ ン シ ツ

コ ナ ジ ラ ミ だ け で は な く 、 近 年 薬 剤 抵 抗 性

の 著 し く 発 達 し た タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ が 全 国

的 に 発 生 し 、 特 に 、 こ の う ち バ イ オ タ イ プ

Ｑ が ト マ ト 黄 化 葉 巻 病（ TYLCV）を 媒 介 す

る こ と が 明 ら か に な り 難 防 除 害 虫 と し て 問

題 視 さ れ て い る 。 弊 社 で は 、 2006年 か ら

オ ラ ン ダ Koppert 社 で 開 発 さ れ て い る コ

ナ ジ ラ ミ 類 、 ア ザ ミ ウ マ 類 を 主 と し て 捕 食

す る ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ

（ Amblyse ius swirsk i i  図 １ ） 評 価 を 開

始 し た 。 2008年 11月 19日 に 農 薬 登 録 を

取 得 し た 。 ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ の 原 種

は 、 イ ス ラ エ ル の ベ ト ・ ダ ー ゲ ン に お い て

1997 年 に 採 集 さ れ た 。 1962 年

Amblyse ius andersoniの 近 縁 の 新 種 と し

て 記 載 さ れ 、 1966年 に 本 種 が タ バ コ コ ナ

ジ ラ ミ を 捕 食 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い

る 。 そ の 後 本 種 は 広 い 範 囲 の 害 虫 を 捕 食 す

る こ と が 分 か り 、 Koppert社 が 本 格 的 に 商

業 化 を 開 始 し た も の で あ る 。 こ の 過 程 で 本  

種 の 飼 育 法 、 防 除 技 術 等 の 国 際 特 許 も 出 願

さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 １１１１ ．．．． コ ナ ジ ラ ミコ ナ ジ ラ ミコ ナ ジ ラ ミコ ナ ジ ラ ミ (((( 上上上上 )))) 、、、、 ア ザ ミ ウ マア ザ ミ ウ マア ザ ミ ウ マア ザ ミ ウ マ 幼 虫幼 虫幼 虫幼 虫 (((( 下下下下 )))) をををを 捕捕捕捕     

食食食食 す る ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニす る ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニす る ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニす る ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ     

現 在 本 種 が 利 用 さ れ て い る 国 は 、 オ ラ ン

ダ 、 ス ペ イ ン 、 フ ラ ン ス 、 カ ナ ダ 、 メ キ シ

コ 、ノ ル ウ ェ ー 、ギ リ シ ャ 、フ ィ ン ラ ン ド 、

イ ギ リ ス 、 デ ン マ ー ク 、 大 韓 民 国 な ど を 含

む 32カ 国 で あ り 、 ナ ス 、 豆 類 、 キ ュ ウ リ 、

ピ ー マ ン 、 ス イ カ 、 メ ロ ン 、 ガ ー ベ ラ 、 バ

ラ 、 キ ク 、 ハ イ ビ ス カ ス 、 イ チ ゴ な ど の 施

設 栽 培 で 利 用 さ れ て い る 。 特 に 、 ス ペ イ ン

に お い て は タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 防 除 で 捕 食

性 天 敵 昆 虫 と 共 に 防 除 体 系 が 確 立 さ れ て 広

く 利 用 さ れ て い る 。  

国 内 で は 、 2009年 年 初 よ り 販 売 を 開 始  



  

 

表表表表 １１１１ ．．．． ス ワ ル ス キ ー のス ワ ル ス キ ー のス ワ ル ス キ ー のス ワ ル ス キ ー の 登 録 適 用 表登 録 適 用 表登 録 適 用 表登 録 適 用 表 （（（（ 2011201120112011 年年年年 3333 月 現 在月 現 在月 現 在月 現 在 ））））     

作 物 名  適 用 病 害 虫 名  使 用 量  

使

用

時

期  

本 剤 の 使  

用 回 数  
使 用 方 法  

ｽﾜﾙｽｷｰｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆを

含 む 農 薬 の 総 使 用

回 数  

野 菜 類  

(施 設 栽 培 ) 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類  

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類  

ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ  

25～  500ml/10a 

( 約 25,000 ～

50,000 頭 /10a)  

発

生

直

前

～

 

発

生

初

期  

  

 

 

 

放 飼  

 

豆 類 (種 実 )  

(施 設 栽 培 ) 

い も 類  

(施 設 栽 培 ) 

か ん き つ  

(施 設 栽 培 ) 
ミ カ ン ハ ダ ニ  

2.5～ 10ml/樹  

（ 約 250 ～ 1000

頭 /樹 ）  

マ ン ゴ ー  

(施 設 栽 培 ) 
ﾁｬﾉｷｲ ﾛｱｻ ﾞﾐｳ ﾏ  

2.5ml/樹  

（ 約 250 頭 /樹 ）  

 

し 野 菜 類 ･コ ナ ジ ラ ミ 類 、ア ザ ミ ウ マ 類 、チ

ャ ノ ホ コ リ ダ ニ の 複 数 害 虫 の 防 除 が 出 来 る

こ と を 特 長 と し 、 特 に ピ ー マ ン 、 ナ ス 、 シ

シ ト ウ 、 パ プ リ カ な ど に 対 し 、 飛 躍 的 な 利  

用 が な さ れ 同 時 に 国 内 に お け る 環 境 保 全 型

農 業 の 推 進 に 重 要 な 基 幹 剤 と な っ て い る 。  

果 樹 類 で は 、 カ ン キ ツ ・ ミ カ ン ハ ダ ニ 防

除 、 マ ン ゴ ー ・ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 防

除 で 現 地 生 産 者 圃 場 に お い て 高 い 効 果 が 実

証 さ れ て 、 こ れ ま で IPMが 浸 透 し て い な か

っ た 果 樹 分 野 で の 環 境 保 全 型 農 業 の 推 進 も

期 待 さ れ る 。 現 在 の 登 録 内 容 は 、 表 １ に 示

し た 。  

一 方 、 ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ の ボ ト ル

製 剤 の 放 飼 は 、 植 物 に 直 接 ボ ト ル 内 の フ ス

マ 等 と と も に 振 り か け る 手 法 で あ り 、 定 植

直 後 の 野 菜 類 作 物 な ど で は 葉 面 積 が 少 な く

効 率 的 な 放 飼 が 出 来 な か っ た り 、 果 樹 な ど

樹 高 の 大 き な 作 物 で は テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー 、

コ ー ヒ ー フ ィ ル タ ー あ る い は 紙 コ ッ プ な ど

の 支 持 体 を 利 用 し な け れ ば 均 一 な 放 飼 が 出

来 な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 こ れ ら の 問

題 点 を 解 決 す る た め に ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ

ダ ニ 製 剤 を パ ッ キ ン グ し 、 吊 り 下 げ る こ と

で 放 飼 を 効 率 化 し た 製 剤 も 開 発 し て い る 。   

ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ を 利 用 し た IPMプ

ロ グ ラ ム の 普 及 場 面 で は 物 理 的 防 除 、 化 学

的 防 除 、耕 種 的 防 除 も 含 め た プ ロ グ ラ ム（ 防

除 体 系 ） と し て 普 及 し て い く 必 要 が あ る 。  

化 学 的 防 除 は 使 用 薬 剤 や 使 用 方 法 に よ っ

て は ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ に 悪 影 響 を 及

ぼ す 場 合 が あ り 、 そ の 影 響 性 を 理 解 す る こ

と が 必 要 で あ る が 、 影 響 の あ る 剤 で も 害 虫  

に シ ャ ー プ に 効 く も の は ち ゃ ん と し た 使 用  

 

時 期 が あ る 。 ス ワ ル ス キ ー カ ブ リ ダ ニ を 利

用 し た IPM プ ロ グ ラ ム の 基 本 は 、図 ２ に 示

す よ う に 天 敵 放 飼 を 基 点 と し て 、 そ の 前 後  

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 ２２２２ ．．．． 天 敵天 敵天 敵天 敵 をををを 利 用利 用利 用利 用 し たし たし たし た I PMI PMI PMI PM プ ロ グ ラ ム のプ ロ グ ラ ム のプ ロ グ ラ ム のプ ロ グ ラ ム の 基 本 的基 本 的基 本 的基 本 的 なななな 流流流流     

        れれれれ     

と 栽 培 期 間 の 長 さ に あ わ せ て 薬 剤 を 選 択 し

て い き 、 栽 培 終 期 ま で 管 理 す る と い う も の

で あ り 、 使 用 す る 天 敵 は 、 基 幹 防 除 剤 と し

て 、 害 虫 発 生 前 の 放 飼 が 可 能 で あ り 、 長 期

間 の 安 定 し た 効 果 を 示 す 天 敵 を ベ ー ス と す

る 。 こ の た め に 開 発 し た 多 食 性 か つ 非 植 物

加 害 性 の 餌 が 製 品 に 加 え ら れ た ミ ヤ コ カ ブ

リ ダ ニ （ 商 品 名 ： ス パ イ カ ル EX）、 ス ワ ル

ス キ ー カ ブ リ ダ ニ（ 商 品 名：ス ワ ル ス キ ー ）

①①①①ＢＢＢＢ天 敵 放 飼  ②②②②ＣＣＣＣ ③③③③ＡＡＡＡ ④④④④ＢＢＢＢ

↓↓↓↓ ↓↓↓↓ ↓↓↓↓
↓↓↓↓

↓↓↓↓  

害 虫 発 生  

①①①①ＢＢＢＢ ②②②②ＣＣＣＣ ‘‘‘‘

↓↓↓↓ ↓↓↓↓



  

 

を 推 進 し て い る 。  

各 段 階 で の 防 除 の 意 義 は 以 下 の と お り で

あ る 。  

①  施 設 内 で 定 植 苗 に 対 し て 、天 敵 放 飼 前 に

害 虫 を 低 密 度 に 下 げ て お く 防 除  

②  害 虫 密 度 の 回 復 す る 時 期 だ が 、ま だ 比 較

的 密 度 が 高 く な い た め 、 シ ャ ー プ な 薬 剤 を

つ か わ ず に 、 そ の 代 替 と な る 剤 で 行 う 防 除  

③  気 温 の 上 昇 、外 部 侵 入 な ど で 害 虫 密 度 が

高 ま っ て き た 時 に シ ャ ー プ な 切 り 札 的 な  

薬 剤 を 使 う 防 除  

④  栽 培 終 期 (終 了 1 ヶ 月 以 内 )に 、生 物 的 防

除 を 終 了 し て も 構 わ な い 時 期 に 仕 上 げ 的 、

逃 げ 切 り 的 な 剤 を 用 い る 防 除  

こ の よ う に 天 敵 を 利 用 し た IPM プ ロ グ ラ  

ム を 進 め て い く 上 で 、 各 段 階 で 目 的 に よ っ  

て 使 用 す る 化 学 農 薬 も 異 な る 特 性 が 求 め ら  

ら れ る の で 、 利 用 す る 化 学 農 薬 に 関 し て 、  

そ の 特 性 を 理 解 し て お く 必 要 が あ る 。 こ の  

薬 剤 特 性 と し て 、 害 虫 に 対 す る 効 果 と 天 敵  

に 対 す る 影 響 性 か ら 次 に 示 す よ う な 分 類 が  

で き る 。  

A： 害 虫 に 対 す る 効 果 が シ ャ ー プ で あ り 天  

敵 (カ ブ リ ダ ニ )に 影 響 の な い 剤 (切 り 札 と

し て 温 存 し て お き た い 剤 ) 

B： 天 敵 に 影 響 が あ る が 、 そ の 残 効 性 が 比  

較 的 短 く 、 害 虫 に は シ ャ ー プ に 効 く 剤  

B‘ ： 天 敵 に 影 響 が あ る が 、 害 虫 に も シ ャ  

ー プ に 効 く 剤  

C： 天 敵 に 影 響 が な い が 、 害 虫 に 対 し て シ  

ャ ー プ で は な い に し て も 一 応 の 効 果 は あ る  

剤 (抵 抗 性 発 達 で 効 き に く く な っ た 剤 も 該  

当 す る ) 

D～ D’：天 敵 に 影 響 が あ り 、害 虫 に も 効 果

が 弱 く な っ て い る 剤  

上 記 に 従 っ て 分 類 さ れ た 化 学 農 薬 を 天 敵

を 利 用 し た IPM プ ロ グ ラ ム の 中 に 位 置 づ

け す る と ① に は B に 分 類 さ れ る 剤 、② に は

C に 分 類 さ れ る 剤 、③ に は A に 分 類 さ れ る

剤 、 ④ に は B’ に 分 類 さ れ る 剤 が 当 て は め

ら れ る 。特 に C に 分 類 さ れ る 剤 を 利 用 す る

際 は 、 効 果 を 引 き 上 げ る た め に 微 生 物 農 薬

(マ イ コ タ ー ル 等 )と 混 用 す る こ と を 推 奨 し

て い る 。 も ち ろ ん 、 作 期 の 長 さ に よ り B’

の 使 用 時 期 ま で が 長 け れ ば A や C に 分 類 さ

れ る 剤 は 複 数 用 意 し て お く 必 要 が あ り 、 逆

に 作 期 が 短 け れ ば A に 分 類 さ れ る 薬 剤 だ

け で 組 み 立 て も 可 能 で あ る 。 こ の 分 類 は 宮

城 県 農 業 園 芸 研 究 所 宮 田 主 任 研 究 員 と 共 同

で 構 築 し た . 

こ の よ う な IPM プ ロ グ ラ ム の 構 築 に よ

り ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が 媒 介 す る キ ュ

ウ リ 黄 化 え そ 病 を 抑 制 す る こ と も 明 ら か に

な っ て き た 。 さ ら に 、 ナ ス 、 キ ュ ウ リ 、 ピ

ー マ ン の 半 促 成 、 促 成 、 抑 制 の 各 作 型 に あ

わ せ た プ ロ グ ラ ム も 構 築 さ れ て い る 。現 在 、

ハ ウ ス カ ン キ ツ 、 ハ ウ ス ミ カ ン に お け る

IPM プ ロ グ ラ ム や ガ ー ベ ラ 、 バ ラ 、 カ ー ネ

ー シ ョ ン な ど の 花 卉 類 で の IPM プ ロ グ ラ

ム の 確 立 を 進 め て い る 。 し か し 、 本 種 は ト

マ ト で の 定 着 が 悪 く 、 約 ３ ０ 品 種 で 定 着 、

増 殖 性 の 検 討 を 行 な っ た が 、 良 い 結 果 は 得

ら れ な か っ た 。 今 後 は さ ら に 製 品 ラ イ ン ナ

ッ プ を そ ろ え て 多 く の 作 物 に あ わ せ た IPM

プ ロ グ ラ ム を 構 築 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

天敵天敵天敵天敵をををを用用用用いていていていて安定安定安定安定したしたしたした防除効果防除効果防除効果防除効果がががが期待期待期待期待できるできるできるできる    
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１１１１．．．．生物農薬生物農薬生物農薬生物農薬のののの現況現況現況現況とととと課題課題課題課題    

IPM(総合的有害生物管理)を簡潔に定義すると、「環

境へのリスクを最小限にし、かつ収量の維持･増産を図

るために防除手段を合理的に組合せたシステム」とな

ろう。IPM の有力なツールの１つとして天敵の利用が

ある。わが国においても生物農薬（天敵製剤と微生物

製剤）として 45 生物種が農薬登録されている(2010

年 5 月 11 日現在、BT 剤を除く)。国内の殺虫・殺菌

を目的としたBT剤を除く生物農薬剤の2009年度の

出荷額は約 14.8 億円で、2000 年度の出荷額の 3.2

倍の伸び率を示している。この伸び率は国内では食や

環境への安全志向が高まる中で、減農薬の方針が様々

な形で進行している結果を反映したものと考えられる

が、その出荷額は化学農薬（殺虫剤と殺菌剤）の出荷

額の１%に満たない（農薬要覧 2010 年版、日本植物

防疫協会）。生物農薬の普及率が低い原因の１つとして、

化学農薬と比べて防除効果が不安定なことがあげられ

る。生物農薬は天敵製剤、微生物製剤、BT 製剤に大

別できるが、ここでは本問題について天敵製剤に注目

して述べる。天敵利用において、防除効果が不安定と

なる原因として以下のことが考えられる： ① 放飼圃

場に餌がないと天敵が定着できない、② 天敵の放飼数

が害虫密度を抑制できる天敵比率（天敵密度／害虫密

度）を下回っている。これは、害虫密度のモニタリン

グによって放飼日と放飼数を決定すれば解決できるが、

一般に害虫密度のモニタリングは労力を要すことから、

実行が困難な場合が多い。本問題の解決法として、①

天敵と選択性化学農薬の併用、②バンカープランツの

利用、③圃場内に対象害虫が不在でも生息しうる広食

性天敵の利用があげられる。ここでは天敵と選択性化

学農薬の併用に焦点を当て、安定した防除効果が得ら

れる IPM 確立のための解決策について事例研究を用

いて紹介する。 

 

２２２２．．．．天敵天敵天敵天敵のののの放飼放飼放飼放飼タイミングタイミングタイミングタイミング    

天敵製剤の使用上の注意事項として、一般に「害虫

密度が高まってからの放飼は十分な効果が期待できな

いので害虫が低密度時に放飼すること」と書かれてい

るが、これは害虫のモニタリングを実施していないと

放飼タイミングの判断は難しいと思われる。そこで天

敵放飼タイミングの条件を緩和するツールとして、天

敵と選択性化学農薬の併用が有効と考える。例えば、

収穫時や葉掻き等の農作業時に害虫を発見したら天敵

を放飼し、放飼１週間後に選択性化学農薬を散布する。

この方法のポイントは、害虫密度を推定するようなモ

ニタリングをしなくとも、選択性化学農薬の使用で害

虫密度を減少させることによって、天敵比率を害虫密

度抑制が機能するレベルに到達させることにある。な

お、害虫密度が高いと感じた場合は選択性化学農薬を

先に散布し、その後天敵を放飼することもあろう。次

節で、この観点から行った天敵と選択性化学農薬を併

用した例を紹介する。 

    

３３３３．．．．小型温室小型温室小型温室小型温室でのハダニでのハダニでのハダニでのハダニ防除試験例防除試験例防除試験例防除試験例    

天敵チリカブリダニとアカリタッチ®乳剤（一般名：

プロピレングリコールモノ脂肪酸エステル）を併用し

たハダニの防除例を紹介する。本剤の主成分のプロピ

レングリコールモノ脂肪酸エステルは食品添加物とし

ても使用され、環境中で容易に炭酸ガスと水に分解さ

れる。本剤の作用機構は、ダニに対する直接的な毒性

ではなく接触型の物理的作用で、ダニの気門封鎖によ

る窒息死と考えられる。殺卵効果はないが、各種のハ

ダニ類の幼虫、若虫、成虫の各ステージに速効的に作

用する。作用性から抵抗性発達の懸念は少なく連続散

布が可能である。チリカブリダニ、タイリクヒメハナ

カメムシ、オンシツツヤコバチ、ミツバチなどの天敵・

有用昆虫に影響の少ない薬剤である。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．ナスの小型温室での各処理区のナミハダニとチリカブリダニ

の株あたり個体数の経時的変化（2003 年、石原産業中央研究所）。 

●：処理区のナミハダニ密度、○：無処理区のナ 

ミハダニ密度 ▲：処理区のチリカブリダニ密度。 

 

ナミハダニを人為的に発生させたナスの小型温室

(面積：2.5×1.7ｍ、ポット上ナス 15 株設置)3 棟を、

株あたりチリカブリダニ雌成虫1頭を放飼し１週間後

にプロピレングリコールモノ脂肪酸エステルを散布し

た区、チリカブリダニを 1 週間間隔で 2 回連続放飼し

た区、無処理区とした(山口ら、2004)。図 1 にナミ

ハダニとチリカブリダニの雌成虫密度の経時的変化を

それぞれ示した。チリカブリダニとプロピレングリコ

ールモノ脂肪酸エステル併用区では、ナミハダニの密

度は急速に低下し低密度で推移した。一方、チリカブ

リダニ 2 回放飼区では、無処理区に比べてチリカブリ

ダニによるナミハダニ密度抑制効果は明らかでなく、

両区とも7月下旬にはハダニは高密度発生によって自

滅した。なお、チリカブリダニはいずれの処理区でも

定着し、チリカブリダニ密度はチリカブリダニ 2 回放

飼区のほうが高かった。図 2 は、プロピレングリコー

ルモノ脂肪酸エステル散布および2回目のチリカブリ

ダニ放飼の前日（6 月 26 日）と処理後の各処理区の

天敵比率（チリカブリダニ密度／ナミハダニ密度）を

示した。6 月 26 日の時点では、いずれの処理区でも

天敵比率は低いが、プロピレングリコールモノ脂肪酸

エステルを散布した区では天敵比率が、処理後には

0.1 以上になった。一方、チリカブリダニ 2 回放飼区

では天敵比率の増加は緩やかであった。これらの結果

は、チリカブリダニとプロピレングリコールモノ脂肪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．ナスの小型温室での各処理区の天敵比率（チリカブリダニ雌成虫

密度／ナミハダニ雌成虫密度）の経時的変化(2003 年、石原産業

中央研究所）。 

  図中の矢印：チリカブリダニ･アカリタッチ区でのアカリタ図２．

ナスの小型温室での各処理区の天敵比率（チリカブリダニ雌成虫密

度／ナミハダニ雌成虫密度）の経時的変化(2003 年、石原産業中

央研究所）。 

  図中の矢印：チリカブリダニ･アカリタッチ区でのアカリタッチ乳剤

散布とチリカブリダニ 2 回放飼区でのチリカブリダニ放飼を示す。 

 

酸エステル併用区では、プロピレングリコールモノ脂

肪酸エステルの選択的な殺ダニ効果によって、天敵比

率が急激に上昇したことで、ナミハダニ密度を早期に

抑制し、かつ持続的に抑制できたことを示す。これは、

選択性化学農薬散布を天敵放飼と併用することで、急

激に天敵比率を高めることにより、すばやくかつ持続

性のある害虫密度抑制効果が期待できることを示して

いる。また、選択性化学農薬と天敵の併用は、天敵の

みの放飼よりも、放飼タイミングを逸することによる

防除失敗のリスクを低減できることを示唆している。 

 

４４４４．．．．農家農家農家農家でのハダニでのハダニでのハダニでのハダニ防除実証試験例防除実証試験例防除実証試験例防除実証試験例    

小型温室での試験結果について実用規模のイチゴハ

ウスにおいて再現性の検証を行なった。宮城県、栃木

県、山口県のイチゴ農家圃場で実施された実証試験に

おいて、ハダニ防除にチリカブリダニとプロピレング

リコールモノ脂肪酸エステルの併用が有効なことが示

された（一幡ら，2008；藤井ら，2008，2009；

森ら，2010）。そこでは、小型温室での試験結果と同

様に天敵比率が0.1以上になるとハダニ密度の低下が

顕著に観察されたことから、選択性化学農薬の散布に

よって天敵比率を0.1以上にすることが防除成功のポ

イントであると考えられた。また、ハダニ雌成虫密度
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が複葉あたり 10 頭以上の高密度の場合でも、ハダニ

の全発育ステージに効果の高い選択性殺ダニ剤の散布

を組み入れることで、チリカブリダニによる防除が可

能なことが示された（一幡ら，2008；藤井ら，2009）。

これらの結果は、選択性化学農薬と天敵の併用は、天

敵の放飼タイミングを逸することによる防除失敗のリ

スクを低減できることを示している。 

 

５５５５．．．．選択性化学農薬選択性化学農薬選択性化学農薬選択性化学農薬のののの天敵天敵天敵天敵へのへのへのへの影響影響影響影響        

これまでの実証試験データ（一幡ら，2008；藤井

ら，2008，2009；森ら，2010）を用いて解析し

た結果、ハダニがそれほど高密度でなく、チリカブリ

ダニ密度が低い時にハダニの全発育ステージに効果の

高い選択性殺ダニ剤を散布すると、ハダニ密度は一時

的に減少するが、チリカブリダニ密度も同時に減少し、

ハダニのみ生息しチリカブリダニの観察されない株の

割合が増加することでハダニ密度が再増加し、チリカ

ブリダニによる密度抑制が不完全となる傾向がみられ

た(平野ら、2010)。一方、プロピレングリコールモ

ノ脂肪酸エステルを散布した場合、ハダニ密度の減少

と同時にチリカブリダニ密度が減少することはなく、

天敵フリーの株の割合が増加することもなく、ハダニ

密度抑制に成功した。これは、プロピレングリコール

モノ脂肪酸エステルに殺卵効果がないため、本剤を散

布してもチリカブリダニにとって急激な餌不足になる

可能性が低いためだと考えられた。一方、ハダニの全

発育ステージに効果の高い選択性殺ダニ剤の散布は、

ハダニ密度の急減によって、チリカブリダニによるハ

ダニ発見率の低下とそれに起因するチリカブリダニ増

殖率の低下によって、圃場全体に移動分散してハダニ

を捕食するに十分なチリカブリダニ密度に到達できな

いために、局所的に天敵フリーの株ができ、そこでの

ハダニの増殖がハダニ密度の再増加となったと考えら

れた。 

以上のことから、ハダニ密度が高密度の場合は全発

育ステージに効果の高い選択性殺ダニ剤散布が望まし

いが、ハダニがそれほど高密度でなくチリカブリダニ

密度が低い時に天敵比率の増加を促進するためには、

マイルドな効果の選択性殺ダニ剤、例えばプロピレン

グリコールモノ脂肪酸エステルのような殺卵効果の無

い気門封鎖型の薬剤が望ましいと考えられる。 

 

６６６６．．．．気門封鎖型薬剤気門封鎖型薬剤気門封鎖型薬剤気門封鎖型薬剤のののの天敵天敵天敵天敵へのへのへのへの影響評価影響評価影響評価影響評価    

ハダニ卵への影響が少ないと考えられる気門封鎖型

薬剤4剤（プロピレングリコールモノ脂肪酸エステル、

還元デンプン糖化物、デンプン、脂肪酸グリセリド）

をハダニ卵へ散布し影響評価試験を行った。陽性対照

区のシフルメトフェンでは卵死亡率 100％の値を示

したのに対し、気門封鎖型剤いずれもが卵死亡率

11％未満の値を示し、殺卵効果が低いことが確認でき

た。そこで、これらの気門封鎖型薬剤の天敵への影響

について、カブリダニ類を対象に直接散布試験を行っ

た(大朝ら、2010)。天敵の死亡率 30％未満を影響な

しと評価した場合、気門封鎖型薬剤 4 剤のなかでプロ

ピレングリコールモノ脂肪酸エステルだけが、3 種の

カブリダニ全ステージに影響がなかった。ハダニ防除

の場面で利用するチリカブリダニとミヤコカブリダニ

に影響のない剤は、気門封鎖型薬剤 4 剤のうちプロピ

レングリコールモノ脂肪酸エステルと脂肪酸グリセリ

ド 600 倍であった。 

 

７７７７．．．．まとめまとめまとめまとめ    

害虫防除の観点から化学農薬と比較して天敵利用の

利点は、薬剤抵抗性系統の害虫にも効果があり、より

長期間の害虫密度抑制が可能なことがあげられる。後

者の害虫密度の長期抑制について前述のハダニ防除を

例に取るならば、成功のポイントはチリカブリダニが

圃場内を移動分散して生息するハダニのほとんどを発

見できるレベルの数にまでに増加することである。チ

リカブリダニ密度が低くハダニ密度もさほど高くない

状況で、ハダニの全発育ステージに対して効果の高い

選択性化学農薬の散布は、チリカブリダニにとって急

激な餌資源の減少あるいは枯渇につながり、圃場全体

のハダニを探索可能なチリカブリダニ密度が実現でき

ないため、圃場内に天敵フリーの株が生じハダニ再発

生の危険性が高まると考えられる。したがって、選択

性化学農薬を天敵と併用する際には、害虫密度が高い

場合には全発育ステージに対して効果の高い薬剤を散

布し、害虫密度がさほど高くない場合はマイルドな効

果の選択性化学農薬を散布するといった害虫密度のレ

ベルに応じて使い分けることが肝要である。 

IPM の手法は、使用者である農家にとってシンプル

で使いやすいものでなければ、IPM の飛躍的な普及・

拡大は難しい。天敵と選択性化学農薬の併用に関し、

害虫の発生状況に応じた選択性化学農薬の利用法につ

いての農家にわかり易いマニュアルを作成する事は有

益であると思われる。 
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平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度総会総会総会総会およびおよびおよびおよび第第第第一一一一回講演会回講演会回講演会回講演会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

    
下 記 日 程 に て 生 物 的 防 除 部 会 の 平 成 2３ 年 度 総 会 お よ び 第 １ 回 講 演 会 を 開 催 致 し

ま す 。  

皆 様 の ご 参 加 を お 待 ち 致 し ま す 。  

 

記  

１ ． 平 成 23 年 度 総 会  

日 時  平 成 23 年 ６ 月 1７ 日 (金 ) 午 後 3 時 ～ ３ 時 30 分  

場 所  東 京 農 業 大 学 世 田 谷 キ ャ ン パ ス 2 号 館 3 階  国 際 農 業 開 発 学 科 会 議 室  

議 題  1)平 成 22 年 度 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告  

   2)平 成 23 年 度 事 業 計 画 (案 )お よ び 予 算 （ 案 ）  

   3)そ の 他  

 

２ ． 平 成 23 年 度 第 一 回 講 演 会  

講 演  演 題 「 欧 米 で の IPM の 進 展 と 日 本 の 現 状 」  

   演 者  根 本  久 氏  園 芸 研 究 家 （ 前 埼 玉 県 水 田 研 究 所 長 ）  

 

 

な お 、 講 演 会 終 了 後 の 懇 親 会 に つ い て は 学 内 で の 開 催 が 禁 止 中 で あ り 、 学 外 に て

有 志 の 方 々 の み の ご 参 加 と さ せ て い た だ き ま す 。 詳 細 は 当 日 ご 案 内 い た し ま す 。  
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